
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市旭区と国立大学法人横浜国立大学及び独立行政法人都市再生機構は、平成 29 年３月から

「左近山団地における大学生による地域支援活動モデル事業※１」として、大学生が実際に団地

に住み、自治会や商店会など地域の協力を得て地域活性化に取り組む事業を推進してきました。 

令和元年 12 月には、横浜市の芸術創造特別支援事業を活用して団地内に開設された「左近山ア

トリエ 131110※２」が取組に加わり、アートという切り口でも大学生の活動が広がっています。 

このたび横浜市旭区は、こうした左近山団地での大学生を中心とした取組を新たなまちの魅力

としてまとめたプロモーション冊子を作成しました。 

今後も３者は、相互に連携して大学生による地域支援活動事業の活発化を図っていきます。 

※１ 地域の担い手不足解消と地域コミュニティの活性化のために、大学生が団地で地域活動支援を展開

する取組 

※２ 団地内の左近山ショッピングセンターに開設されているアート拠点。スペースをレンタルして展示

会やカフェ運営など、さまざまな方法で利用が可能 

 

◆冊子の概要 

Ｂ５判８ページで構成し、団地に居住する大学生をはじめとする地域の活動者へのインタビュ

ーや対談を通じて、活動の様子や左近山に対するそれぞれの想いを表現しています。この冊子は、

取組に関心を持ち活動に参加・応援する住民を増やすために活用していきます。 

データは横浜市旭区のホームページでも公開しています。 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/asahi/shokai/SDGs/asahi-x-sdgs.html#00D9E 

 

◆専門家が解説する視点  

 この冊子では、取組の必要性について３人の専門家が「人口減少対策」、「ブランディング」、「プ

ロモーション」の視点で分かり易く解説しています。 
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お問合せ先 

（この取組に関すること）      旭区区政推進課長       蒲田 仁 Tel 045-954-6025 

（取組の横浜国大の関わり） 

横浜国立大学  産学・地域連携課地域連携係長      草間 裕之 Tel 045-339-4455 

（取組のＵＲ都市機構の関わり） 

ＵＲ都市機構神奈川エリア経営部ウェルフェア推進課            Tel 045-274-9282 

令 和 ４ 年 ３ 月 1 0 日 
横 浜 市 旭 区 区 政 推 進 課 
国立大学法人横浜国立大学
独立行政法人都市再生機構 
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